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自動車道 国道 414 号 

河津
か わ づ
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道路（Ⅰ期）起工式について 
 
１．概要 

伊豆縦貫自動車道 国道414号 河津下田道路 (Ⅰ期)(下田
しもだ

市箕作
みつくり

～下田
しもだ

市六丁目
ろくちょうめ

）は、伊豆地

域への高速サービスを提供し、伊豆地域の緊急輸送道路の機能強化を図るとともに、観光交通の

集中による慢性的な交通混雑緩和等を目的に計画された一般国道の自動車専用道路です。 

この度、起工式を以下のとおり執り行いますので、お知らせします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
２．配布資料：別紙１  起工式会場位置図 

別紙２  起工式取材申込用紙 

別紙３  河津下田道路(Ⅰ期)の概要 

 

 

３．配布先 ：静岡県政記者クラブ、沼津記者会、三島記者クラブ、下田記者クラブ 

 

 

４．問合せ先：〒410-8567 沼津市下香貫外原3244-2 

国土交通省 中部地方整備局 沼津河川国道事務所 副所長(道路) 中川
なかがわ

 晋
しん

吾
ご

 

計画課長   野本
の も と

 高視
た か み

 

TEL 055-934-2010 

Mail cbr-nmz-tyouni@mlit.go.jp 

 

 

道路の異状を発見したら・・・道路緊急ダイヤル （通話料無料・２４時間受付） 

起工式 概要 
■日時：令和 4年 11月 19日(土) 13:30～14:30 ※雨天決行 

■会場：静岡県下田
し も だ

市内（現場） 

■主催：国土交通省 中部地方整備局 沼津河川国道事務所 

伊豆縦貫自動車道｢河津下田道路｣及びアクセス道路建設促進期成同盟会 

■内容：式辞、挨拶、祝辞、鍬入れ など 

※会場の都合により一般の方のご来場は出来ません。予めご了承願います。 

※会場への進入路は非常に狭く、駐車スペースも限られています。 

取材にお越し頂く報道関係者様におかれましては、お手数ですが 11月 7日(月)までに別紙２「取材申込用紙」 

にて、ご連絡頂きますようお願い致します。 

申し込みを頂いた後に、折り返し、お車の駐車場等ご案内を送付致します。 

mailto:cbr-nmz-tyouni@mlit.go.jp


起工式会場

出典：地理院地図に道路情報等を追記して掲載
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起工式 会場位置図 別紙１



Mail：cbr-nmz-tyouni@mlit.go.jp
（沼津河川国道事務所計画課）

伊豆縦貫自動車道 国道414号
河津下田道路（Ⅰ期）

起工式 取材申込書
〈〈申込期限：２０２２年１１月７日（月） １７：００まで〉〉

貴 社 名

氏 名 （ 代 表 者 ）

連 絡 先
電話番号（ ）

FAX番号 （ ）

当日連絡が取れる連絡先

（ 携 帯 電 話 ）

メ ー ル ア ド レ ス

■取材の希望内容について

取 材 人 数 人

駐 車 車 両
車種：

中 継 車 配 置 の 希 望
・希望（車種： ）

・希望なし

※注意事項
・報道関係者であることが分かるよう腕章または名札の着用をお願いいたします。
・参加者多数の場合、人数の調整をお願いする場合があります。
・お車でお越しの方には、折り返し「駐車証」を送付させて頂きます。
・駐車台数は会場の都合により、原則として１社１台でお願いいたします。
・中継車などの放送機材車両の駐車が必要な場合には、上記にご記入ください。
・当日はお時間にゆとりをもってお越しください。

別紙３起工式 取材申込書 別紙２



＜位置図＞

＜標準横断図＞

＜計画諸元＞

路線名 一般国道４１４号

区 間

しもだ みつくり

起）静岡県下田市箕作
しもだ ろくちょうめ

終）静岡県下田市六丁目

延 長 ５．７ｋｍ

幅 員

【橋梁部、トンネル部】
９．５ｍ（２車線）

【土工部】
１０．５ｍ（２車線）

規 格
第１種第３級
設計速度８０ｋｍ／ｈ

＜平面図＞

［写真①］ （仮称）下田ＩＣ付近

N

【土工部】（単位：ｍ） 【橋梁部】（単位：ｍ）

【トンネル部】（単位：ｍ）

10.50

1.75 1.753.50 3.50

9.50

1.25 3.50 1.253.50

調査中区間
事業中区間（2車線）
一般国道
主要地方道
一般県道

R4.2.28撮影

写
真
①

414

至 沼津N

蓮台寺IC（仮称）

敷根IC（仮称）

下田北IC（仮称）

下田IC（仮称）

河津下田道路（Ⅰ期）の概要 別紙３



救急医療活動の支援

■伊豆地域では、高度な受診治療が可能な第三次救急医療施設が伊豆の国市に存在しています。

■現状、伊豆南部地域から第三次救急医療施設へ患者を搬送する際、1時間以上の搬送時間が必要

です。

■伊豆縦貫自動車道整備により、第三次救急医療施設までの１時間到達圏域が拡大され、救急医療

活動を支援します。

〇第三次救急医療施設１時間到達圏の拡大

伊豆地域
南部

出典:H27年全国道路街路交通情勢調査より
各市役所・役場を起点として算出

注:河津下田道路のIC名称は仮称

〇救急救命率の向上

心臓停止や、呼吸停止、多量出血後は時間の経過とともに
死亡率が上昇するため、一刻も早く救急病院に搬送する必
要がある。

整備後

救急車での搬送時間約44分

整備前

救急車での搬送時間約80分

【下田市から多量出血で搬送の例】

出典:下田消防本部ヒアリング結果（2022年9月）

約36分
短縮

2019年1月撮影

至修善寺IC

現在、順天堂大学医学部附属静岡病院への重篤
患者の搬送に１時間以上の時間を要しています。
伊豆縦貫自動車道が整備されれば、搬送時間が
短くなり、生命に関わる危機が大幅に低下するととも
に、救急活動・隊員・患者ともに大きな負担軽減とな
ることを期待しています。

【写真①:天城北道路を走行する救急車】

至月ケ瀬IC

河津下田道路(Ⅰ期)

多量出血

整備前

整備後

搬送時間算出方法
整備前:H27年全国道路街路交通情勢調査の混雑時旅行速度

より算出
整備後:河津下田道路と天城峠道路区間を80km/hで算出

天城北道路

東駿河湾
環状道路

月ケ瀬ＩＣ

(下田北ＩＣ）

(下田ＩＣ）

(河津ＩＣ）

大平ＩＣ

修善寺ＩＣ

河津下田道路(Ⅱ期)
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緊急輸送路の機能強化

■伊豆地域の太平洋沿岸部は、南海トラフ地震発生時には津波浸水被害が想定される地域です。

■また、近年の台風や大雨により、沿岸部や内陸部の国道が被災しており、平均約183時間（2012～

2021）の通行止めが発生しており、伊豆縦貫自動車道の並行区間である国道414号も法面崩壊等に

よる通行止めが発生しています。

■伊豆縦貫自動車道の整備により、東名・新東名高速道路から広域的な災害に強い救命・救急ルート

を確保することで、災害時の緊急輸送道路として迅速な活動を支援します。

出典:中部版「くしの歯作戦」（2022.5)
:津波高 静岡県第4次地震被害想定 レベル2

南海トラフ巨大地震の最大津波高さ（2015.1）
:津波浸水想定 静岡県（2020.3）

〇台風、大雨等による伊豆南部の

法面被災状況

〇国道135号、国道136号、国道414号の通行止め実績

～1 ３

出典:静岡県通行規制実績（沼津土木事務所、熱海土木事務所、下田土木事務所）
※国道414号は旧道除く

（年度）

2019年度は
30回の通行止めが発生

【国道136号 法面崩壊】
（2020.7 西伊豆町仁科）

1

【国道414号 法面崩壊】
（2015.9 河津町峰）

2

【国道135号 法面崩壊】
（2020.7 伊東市赤沢）

３
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観光・産業振興に貢献

■伊豆地域の観光交流客数は、東駿河湾環状道路等の開通とともに増加しています。

■また、下田港が全国シェア約2割を占める「金目鯛」は、東駿河湾環状道路等の開通とともに価格が

上昇しています。

■伊豆縦貫自動車道の整備により、 時間短縮が図られ、伊豆地域の観光交流客数の更なる増加、キ

ンメダイの需要増加による平均価格の上昇など、観光・産業振興への貢献が期待されます。

〇金目鯛の主要都県の漁獲量

〇伊豆地域の観光交流客数の推移

資料:静岡県観光交流の動向（静岡県文化・観光部）

※2019年度は台風及び新型コロナウイルスの影響により減少
2020年度は新型コロナウイルスの影響により減少

（年度）

観
光
交
流
客
数

(万人)

東駿河湾環状道路
（沼津岡宮～三島塚原）

2009年7月開通

東駿河湾環状道路
（沼津岡宮～函南塚本）

2014年2月開通

天城北道路
（大平～月ケ瀬）

2019年1月開通

約90％は豊洲・
横浜等の地域外へ出荷

地域内での消費は約10％

金目鯛
の地域別
消費割合

出典:伊豆漁業協同組合ヒアリング

出典:2021年度魚種別系群別資源評価（水産庁）

2020年
合計
4,418ｔ

千葉県
1,294ｔ

東京都
1,123ｔ

高知県
564ｔ

下田港
780ｔ

静岡県（その他）
271ｔ

神奈川県329ｔ
その他57ｔ

国道135号経由
伊豆縦貫自動車道経由（東駿河湾環状道路開通後）
伊豆縦貫自動車道経由（伊豆縦貫自動車道全線開通後）
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出典:伊豆漁業協同組合ヒアリング、
東京都中央卸売市場市場統計情報（キンメダイ、静岡県、平均価格）

所
要
時
間
（
時
間
）

約3.5時間
約3時間

1,329

2,271

約２時間
短縮

平
均
価
格(

円

㎏)

/

約5時間

高速道路
開通済区間
事業中区間
調査中区間

至 東京 至 東京

至

名
古
屋

河津下田道路(Ⅰ期)

下田港

※1 民間プローブデータ（観光期:2014年8月休日12h平均）より算出
※2 伊豆縦貫自動車道を80km/hとして算出

〇所要時間（下田港⇒豊洲市場）と平均価格

※1

※1
※2

首都圏まで

３時間
首都圏まで

５時間
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豆
縦
貫
自
動
車
道

東駿河湾環状道路
2014.2開通

天城北道路
2019.1開通

函南塚本

沼津岡宮

水揚げされ
た金目鯛は
陸送で首都
圏の市場へ

下田漁港で水揚げされた金目鯛

伊豆縦貫道が整備されれば、山梨県または西日本方面
の地方市場への出荷も期待できる。鮮魚の需要が伸びれ
ば価格上昇が期待でき、漁業者の所得向上に繋がる。
伊豆半島から出る時間短縮はメリットでしかない。

（伊豆漁業協同組合ヒアリング 2021.8実施）

ヒリゾ浜

ヒリゾ浜（南伊豆町）
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